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皇居のくろぼ菌
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Abstract.　One species of smut fungi, Sporisorium pamparum was reported based on the speci-
mens collected in Imperial Palace, Tokyo in 2012. This species was also recorded in previous sur-
vey during 1997 to 1999. Therefore, this species was suspected to survive continuously in Impe-
rial Palace.
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は　じ　め　に

くろぼ菌類 (smut fungi)は，被子植物に寄生し，
根，茎，葉，花器などに胞子堆 (sorus)を発達させ，
その内部にくろぼ胞子 (smut spore, ustospore, usti-
lospore)を形成する．胞子堆や胞子の形態などに
より分類され，世界で約90属1500種が，日本で
は，約20属120種が分布することが知られている 
（伊藤，1936; 柿島，1983; Vanky, 1987, 2012）．くろ
ぼ菌類は，形態的には単純であるが，最近の系統
解析では，進化的に多様なグループが存在するこ
とが明らかとなり，系統に基づいた分類システム
が提唱されている (Vanky, 2012)．平成9年（1997
年）から平成11年（1999年）にかけて行われた前
回の調査では，Sporisorium pamparumただ一種の
みが得られていたが，約10年以上経過した同一場
所で，再度調査を行ない，前回の調査結果と比較
した．

採集されたくろぼ菌

1. Sporisorium pamparum (Spegazzini) Vanky （図1）
宿主：Pennisetum alopecuroides (L.) Sprengel  

（チカラシバ）(Oct. 15,2012, TNS-F-55699; Nov. 19, 
2012, TNS-F-55700)
本菌はチカラシバの穂に胞子堆を形成するくろ
ぼ菌である．
これらの標本は，国立科学博物館植物研究部菌
類標本庫 (TNS)に保存されている．

平成 9年（1997年）から平成 11年（1999年）の調
査では，上記の1種のみのクロボ菌が報告されて
いたが（柿嶌ら，2000），平成24年（2012年）7月か
ら平成25年（2013年）6月の今回の調査でも，同一
種の分布が確認され，新たな種は発見できなかっ
た．この種は，イネ科のチカラシバに発生するが，
同一の株の穂にくろぼ胞子を形成することから，
菌体はチカラシバに常時潜在的に感染していて，
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穂の形成とともに胞子を形成するものと考えられ
る．ただ，胞子が形成されても株全体が枯死する
ことはなく，毎年，チカラシバは正常に生育し穂
が形成されるとともにくろぼ胞子も形成される．
また，周辺の株への感染の拡大も観察されないた
め，形成された胞子は感染の拡大にはあまり関与
していない可能性もある．このことから，菌と植
物は，互いに何らかの相互関係を保ちながら生育
していると考えられる．
皇居内には，くろぼ菌の宿主とされている植物
も多く分布しているが，それらに長年発生が認め
られない．このことは，皇居の周囲にはくろぼ菌
の発生がなく，周辺からの胞子の飛散がないか，
あるいは飛散があっても感染条件が整わず感染が
できないことなどによると考えられる．
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図1．A. チカラシバの穂に形成されたSporisorium pamparum の胞子堆．Sori of Sporisorium pamparum on 
Pennisetum alopecuroides. B. くろぼ胞子 Ustilospores (Scale: 25 μm).


